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「
組
合
議
会
」
と
は
、
一
部

事
務
組
合
や
広
域
連
合
な
ど

複
数
の
自
治
体
で
つ
く
る
「
組

合
」
に
お
い
て
、
関
係
市
町

村
の
議
会
か
ら
選
ば
れ
た
議

員
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
組
合

の
予
算
・
条
例
な
ど
を
議
決

す
る
議
事
機
関
を
指
し
ま
す
。

そ
の
議
会
に
出
席
し
た
議
員

が
組
合
議
会
で
議
決
さ
れ
た

内
容
を
定
例
会
ご
と
に
町
議

会
議
員
全
員
に
報
告
し
ま
す
。

　
「
一
部
事
務
組
合
」「
広
域

連
合
」「
企
業
団
」
は
、
厳
密

に
言
え
ば
営
業
形
態
や
性
格

な
ど
は
違
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
の
団
体
も
単
独
の
市
町
村

で
は
効
率
が
悪
い
、
ま
た
は

負
担
が
大
き
い
事
務
を
複
数

自
治
体
で
共
同
処
理
す
る
目

的
で
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
７
つ
の
団
体
に

属
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
は
所
属
す
る
市
町
村
か

ら
の
負
担
金
を
収
入
の
一
部

と
し
て
運
営
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
各
議

会
で
第
１
回
定
例
会
が
終
わ

り
、
令
和
８
年
度
の
当
初
予

算
が
出
そ
ろ
い
ま
し
た
の
で
、

一
覧
に
し
て
報
告
し
ま
す
。

■三郡衛生組合（報告：依田 十造）

令和８年度当初予算
第１回定例会  ３月26日

■山梨県後期高齢者医療広域連合（報告：髙尾 貫）

令和８年度当初予算
第１回定例会  ２月19日

■峡南衛生組合（報告：笠井 雄一）

令和８年度当初予算
第１回定例会  ２月20日

■山梨県西部広域環境組合（報告：丹澤 孝）

令和８年度当初予算
第１回定例会  ３月30日

■峡南医療センター企業団（報告：一之瀬 滋輝）

令和８年度当初予算
第１回定例会 ３月27日

■峡南広域行政組合（報告：松野 清貴）

令和８年度当初予算
第１回定例会  ３月17日

■中巨摩地区広域事務組合（報告：諏訪 桂一）

令和８年度当初予算
第１回定例会  ３月30日

❸ いちかわみさと議会だより

一般会計  3570 万 2 千円
 （本町の負担金） 452 万 3 千円
し尿処理事業特別会計 3 億 8158 万 9 千円
 （本町の負担金） 3878 万 6 千円
火葬事業特別会計 1 億 7103 万 4 千円
 （本町の負担金） 1509 万 2 千円

一般会計  6 億   644 万 9 千円
 （本町の負担金） 1329 万 2 千円
後期高齢者医療特別会計 1259 億 4954 万 2 千円
 （本町の負担金） 5 億 6069 万 6 千円

一般会計  6 億   970 万 5 千円
 （本町の負担金） 5023 万 0 千円

一般会計  6 億 1956 万 6 千円
 （本町の負担金） 2021 万 8 千円

医業・事業収益 43 億 6789 万円
医業外収益 7 億   179 万円
 （収益合計） 50 億 6968 万円
医業・事業費用 50 億 8541 万円
医業外・事業費用 1 億 6836 万円
 （費用合計） 53 億 5120 万円

一般会計  18 億 9785 万 8 千円
 （本町の負担金） 4 億 6196 万 6 千円
基幹業務システム特別会計 4772 万 0 千円
介護保険特別会計 2 億 1768 万 6 千円

一般会計  8203 万 2 千円
 （本町の負担金） 369 万 4 千円
ごみ処理事業特別会計 15 億  767 万 0 千円
 （本町の負担金） 9864 万 1 千円
地区公園事業特別会計 1174 万 9 千円
 （本町の負担金） 84 万 3 千円
老人福祉事業特別会計 3367 万 5 千円
 （本町の負担金） 229 万 7 千円
勤労青年センター事業特別会計 3488 万 5 千円
 （本町の負担金） 302 万 3 千円

通常利益（損失） △ 1 億 8409 万円

❷令和8年8月1日 発行　第84号

６月２日～１２日６月２日～１２日令和８年6月令和８年6月令和８年6月 定例会定例会
　令和８年第２回（６月）定例会は、６月２日から12日まで予備日と休会日を含め１１日間にわたり開催
されました。
　今定例会では、専決案件４件、条例改正１件、令和８年度一般会計・特別会計補正予算など８件が
提出され、すべての案件が原案のとおり承認・可決されました。
　また、請願３件の提出、人権擁護委員の推薦がおこなわれ、いずれも採択、適任とされました。

主な専決案件・条例の改正・請願・その他の議案・人事主な専決案件・条例の改正・請願・その他の議案・人事

※1 

専
決
と
は
、
町
長
が
議
会
の
議
決
を
経

ず
に
自
ら
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
。

特
に
緊
急
を
要
す
る
場
合
な
ど
、行
政
運
営

の
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、

次
の
議
会
で
承
認
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

※2
予
定
価
格
５
０
０
０
万
円
以
上
の
工
事

請
負
契
約
は
議
会
の
議
決
が
必
要
。

※3 

予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の
財
産
の

取
得
は
議
会
の
議
決
が
必
要
。

■
税
条
例
中
改
正

　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

の
廃
止
に
伴
う
改
正
等

■
都
市
計
画
税
条
例
中
改
正

　

改
修
特
別
特
定
建
築
物
に

対
す
る
税
額
の
減
額
措
置
の

「
わ
が
ま
ち
特
例
」の
割
合
の

３
分
の
１
を
軽
減
す
る
規
定

の
新
設
等

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中

改
正

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
創
設
に
伴
う
改
正
等

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
予
算
及
び
地
方

債
の
補
正

■
印
鑑
条
例
中
改
正

　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

 

■
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己

負
担
月
額
上
限
引
き
上
げ
を

含
む
改
定
案
を
抜
本
的
に
見

直
し
、撤
回
を
求
め
る
請
願

■
ロ
キ
ソ
ニ
ン
や
ア
レ
グ
ラ

な
ど
薬
の
追
加
負
担
を
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

■
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
等
の

影
響
に
よ
る
中
小
業
者
の
経

営
危
機
を
打
開
す
る
緊
急
対

策
を
求
め
る
請
願

■
町
営
冨
士
見
住
宅
１
号
棟

外
壁
他
改
修
工
事
請
負
契
約

の
締
結

　

外
壁
他
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
た
め  

議
会
の
議
決

を
求
め
る
。契
約
金
額
６
９
０

８
万
円

■
児
童
生
徒
用
セ
カ
ン
ド
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
機
器

等
の
取
得

　

児
童
生
徒
用
端
末
を
取
得

す
る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求

め
る
。取
得
金
額
５
１
３
１
万

４
９
１
７
円

■
教
職
員
用
セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
機
器
等

の
取
得

　

教
職
員
用
端
末
を
取
得
す

る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め

る
。取
得
金
額
７
６
４
万
６
３

５
３
円

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

　
長
田 

宇（
山
保
）

※3

※2

※3

セ
カ
ン
ド
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

と
は

文
部
科
学
省
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
「
第
２
期
」
を
指

す
呼
び
方
で
す
。正
式
名
称
で
は
な

く
通
称
で
す
が
、企
業
や
自
治
体
の

資
料
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
第
１
期
」は
、子
ど
も
一
人
一
台
の

端
末
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
す
る
段
階
で
し
た
が
、「
第
２
期
」

で
は
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
重
視
さ

れ
ま
す
。

◆
１
人
１
台
端
末
の
更
新
と
予
備

機
の
確
保

◆
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
設
計

や
高
速
化
・
安
定
化

◆
端
末
管
理
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
強
化

◆
教
員
の
負
担
軽
減
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
体
制
の
充
実

本
町
で
は
令
和
２
年
度
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、６
年
が
経

過
し
ま
す
。機
器
の
耐
用
年
数
を
超

過
す
る
こ
と
か
ら
更
新
を
行
う
も

の
で
す
。

児
童
生
徒
用
端
末
機
器
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
本
体
と
機
器
ラ
イ
セ

ン
ス
、画
面
保
護
ラ
ベ
ル
及
び
持
ち

運
び
用
カ
バ
ン
を
各
９
４
５
台
分

（
う
ち
予
備
機
１
２
３
台
）
取
得
し

ま
す
。

教
職
員
用
端
末
機
器
は
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
本
体
と

機
器
ラ
イ
セ
ン

ス
、
画
面
保
護

ラ
ベ
ル
を
各
１

４
３
台
分
取
得

し
ま
す
。

専
決  

案
件

条
例
改
正

請  

願
そ
の
他
の
議
案

人
事
案
件

※1



❺ いちかわみさと議会だより

令和８年度
一般会計補正予算

（万円未満は四捨五入）

補正前総額 99億  473万円
補正後総額 99億1229万円

補正額（第1号） △2552万円
補正額（第2号） 3308万円

※万円未満で四捨五入した後で計算しているため、計算が合わないように見える部分があります。

〔第１号〕 歳入のおもな補正の内訳

国庫支出金 △ 1935万円
・新型コロナウイルス予防接種健康被害給付費負担金 62万円
・社会資本整備総合交付金 △1997万円

県支出金 36万円
　・涼み処開放助成事業補助金 36万円

繰入金 △ 3153万円
・財政調整基金繰入金 △3153万円

諸収入 50万円
・質の向上プラン推進事業委託金 50万円

町債 2450万円
・たん水防除事業費 260万円
・公営住宅改修事業費 1990万円
・学習環境整備事業費　※１ 200万円

〔第１号〕 歳出のおもな補正の内訳

・上野ゲートボール場撤去工事費 215万円

・つむぎの湯改修計画調査業務委託料　※２ 129万円

・予防接種健康被害救済給付金 62万円

・涼み処開放助成事業補助金　※３ 72万円

・ふるさと会館着付け・甲冑展示
　　　　　　体験活性化業務委託料 140万円

・質の向上プラン推進事業費　※４ 50万円

・書類等運搬、書類廃棄用コンテナ設置委託料 129万円

・防災行政無線マスト移設工事費 280万円

・震度計、震度表示機器移設工事費 400万円

・資材倉庫新設工事費（設計等委託料含む） 692万円

・畑地かんがい用給水栓移設工事補償金 300万円

・耐震性貯水槽廃止に伴う国県補助金返還金 1226万円

※ 繰入金　…　会計の収支不足を補うために、他の会計や積立金（基金）から充てられる資金
※ 繰出金　…　おもに一般会計から特別会計に対して、不足等を補うために支出する資金
※ △表示は当初予算等より減額されたことを表します

〔第２号〕 歳入の補正の内訳 〔第２号〕 歳出の補正の内訳

（第１号・第２号）

繰入金 3308万円
・財政調整基金繰入金 3308万円

※三珠庁舎等の跡地
を譲渡するため、庁
舎内に保管してある
備品や書類の移転な
らびに敷地内にある
施設の移設や撤去等
を行います。

旧三珠庁舎、総合福祉会館と駐車場

※１　学習環境整備事業費
　■複式学級の解消や少人数学級の推進のため、管内の小中学校に町単講師を配置し、児童生徒の学力向上と学校教育の充実を図る事業。

※２　つむぎの湯改修計画調査業務委託料
　■民間譲渡に向けた長寿命化や改装の調査、老朽化した源泉ポンプや機械室の整備、事業者の新しい活用方法に資するための改築などに
係る費用の算定を想定している。

※３　涼み処開放助成事業補助金
　■熱中症による健康被害を防止することを目的に、冷房設備が備わっている公民館、集会所等の施設を
「涼み処」として開放する自治会等に対し助成金を交付する事業。

※４　質の向上プラン推進事業費
　■県教委からの委託で「質の向上プラン推進事業」に取り組む。「質の向上プラン」に基づいた「質の
高い探求的な学び」を実践し、成果を発表会やフォーラム等を通して他の市町村に発信する事業。

令和７年度
一般会計補正予算

（万円未満は四捨五入） 補正額 8975万円
補正前総額 97億 9515万円
補正後総額 98億 8490万円

※万円未満で四捨五入して計算しているため、計算が合わないように見える部分があります。

歳入のおもな補正の内訳

利子割交付金 201万円
地方交付税  ※1 1億1034万円
国庫支出金  ※2 △383万円
県支出金  ※3 △68万円
寄付金  ※4 1128万円
繰入金  ※5 △1億  927万円
諸収入 △2万円
町債  ※6 △650万円

歳出のおもな補正の内訳

総務費  ※7 △339万円
民生費  ※8 △3291万円
農林水産業費  ※9 △822万円
土木費  ※10 △448万円
消防費  ※11 △103万円

※１　地方交付税の増額【特別交付税交付額の確定に伴う】
 地方交付税 1億1034万円

※２　国庫支出金の減額【交付金・補助金額の確定に伴う】
 個人番号カード交付事務費補助金 △148万円
 物価高対応子育て応援手当支給事務費補助金 △235万円

※３　県支出金の減額【補助金額の確定に伴う】
 やまなし子育て応援事業費補助金 △ 12万円
 県単土地改良事業費補助金 △ 56万円

※４　寄付金の増額【総額を昨年度と比較すると4995万円増】
 一般寄付金【ふるさと夏祭り実行委員会より】 44万円
 ふるさと納税寄付金【寄付総額確定に伴う】 974万円
 企業版ふるさと納税寄付金【企業２社より】 110万円

※５　繰入金の減額【基金を取り崩さず残金全て戻入できたため】
 財政調整基金繰入金 △1億927万円

※６　町債の減額【事業費確定に伴う】
 農村地域防災減災・たん水防除・用排水施設等整備事業費
  （公共事業等債）△100万円
 中山間地域総合整備・用排水施設等整備事業費
  （過疎対策事業債）△310万円
 橋梁・トンネル長寿命化事業費 △ 80万円
 道路改修事業費 △ 60万円
 防災行政無線Jアラート機器更新事業費 △100万円

※７　総務費の増額
 退職手当【峡南医療センターとの規約による負担】 125万円
　　　総務費の減額
 安全安心対策費【事業費確定・事業中止に伴う】 △ 99万円
 交通対策費【負担金確定に伴う】 △ 58万円
 戸籍住民基本台帳費【人件費確定に伴う】 △ 30万円
 衆議院議員選挙費【実績に伴う】 △278万円

※８　民生費の減額
 保育所費【実績に伴う】 △ 2653万円
 放課後児童健全育成事業費【実績に伴う】 △ 403万円
 物価高対応子育て応援手当等支給事業費
 【給付システムを導入しなかったため】 △ 235万円

※９　農林水産業費の減額【事業費確定に伴う】
 農道等除雪作業委託料 △ 148万円
 県単土地改良工事費 △ 76万円
 県営事業（用排水施設等整備事業等）負担金 △ 548万円
 補助金（大塚水利組合補助金等） △ 51万円

※10　土木費の減額
 土木総務費【事業費確定に伴う】 △ 22万円
 道路橋梁維持管理費【事業費確定に伴う】 △ 396万円
 河川改修費【事業費確定に伴う】 △ 30万円

※11　消防費
 消防施設費【事業費確定に伴う】 △103万円

❹令和8年8月1日 発行　第84号
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〔 

知
っ
て
ほ
し
い
ま
ち
の
予
算 

〕

問　

令
和
八
年
度
版
は
、発
行
し
な

か
っ
た
の
か

総
務
課
長　
今
年
度
か
ら
発
行
し
な

い
。予
算
に
つ
い
て
は
、広
報
で
説
明

で
き
て
い
る
と
思
う
。

問　

広
報
だ
と
詳
し
く
わ
か
ら
な
い

た
め
、町
民
に
と
っ
て
大
事
な
本
資

料
の
発
行
を
求
め
る
が
、町
長
の
考

え
は

町
長　
申
し
入
れ
に
つ
い
て
は
理
解

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。近
年
、人
事

の
関
係
や
仕
事
量
の
問
題
等
、い
ろ

い
ろ
な
状
況
下
に
あ
る
た
め
、事
務

事
業
を
見
直
し
、状
況
を
確
認
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

〔 

ふ
る
さ
と
会
館
費 

〕

問　

１
４
０
万
円
増
額
に
つ
い
て
、

な
ぜ
補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
た
か

産
業
振
興
課
長　

甲
冑
展
示
・
着
付

け
体
験
の
物
品
は
、提
供
者
の
ご
厚

意
で
無
料
借
用
し
て
い
た
が
、年
度

末
に
事
業
継
続
に
つ
い
て
検
討
し
た

際
、経
費
が
か
な
り
か
か
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、補
正
予
算

で
計
上
し
た
。

〔 

住
宅
管
理
費 

〕

問　

国
庫
支
出
金
か
ら
地
方
債
に
財

源
更
正
す
る
と
い
う
こ
と
は
債
務
が

増
え
る
が
、な
ぜ
こ
う
な
っ
た
か

建
設
課
長　
交
付
申
請
に
対
し
て
国

の
内
示
率
が
低
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。

〔 

非
常
備
消
防
費 

〕

問　

人
件
費
に
つ
い
て
、女
性
の
視

点
を
強
化
す
る
た
め
の
女
性
職
員
の

登
用
は

防
災
交
通
課
長　
女
性
の
視
点
の
重

要
性
は
理
解
し
て
い
る
が
、人
事
の

関
係
に
な
る
た
め
、人
事
担
当
課
長

と
の
面
談
時
に
要
望
す
る
。

〔 

教
育
費 

〕

問　

み
さ
と
学
の
学
習
発
表
会
が
と

て
も
素
晴
ら
し
い
の
で
、「
質
の
向
上

プ
ラ
ン
推
進
事
業
」の
発
表
会
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、多
く
の
町
民
の
皆

様
に
見
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か

教
育
総
務
課
長　
具
体
的
な
内
容
は

今
後
決
め
る
が
、基
本
的
に
は
小
中

学
生
を
対
象
に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

な
る
と
思
う
。将
来
的
に
は
広
く
町

の
方
等
に
見
て
い
た
だ
け
る
会
に
で

き
た
ら
良
い
と
思
う
。

問　

み
た
ま
の
湯
の
放
送
設
備
の
改

修
工
事
は
取
り
替
え
か
修
理
か

産
業
振
興
課
長　
基
盤
が
破
損
し
て

い
る
た
め
取
り
替
え
る
。

問　

３
３
０
万
円
と
い
う
予
算
は
、

町
で
見
積
も
っ
た
の
か
、み
た
ま
の

湯
か
ら
の
申
し
出
か

産
業
振
興
課
長　
町
で
見
積
も
り
を

取
り
、補
正
予
算
を
要
求
し
た
。

問　

み
た
ま
の
湯
開
設
か
ら
20
年
以

上
経
ち
、抜
本
的
な
改
修
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
聞
く
が
、指
定
業

者
と
共
同
で
改
修
す
る
等
、今
後
の

見
通
し
は

産
業
振
興
課
長　
今
回
は
緊
急
時
に

放
送
で
き
な
く
な
る
と
危
険
な
た
め
、

緊
急
的
に
改
修
す
る
が
、総
合
的
な

改
修
は
令
和
12
年
に
予
定
し
て
い
る
。

問　

入
札
者
数
と
落
札
率
は

建
設
課
長　
入
札
に
参
加
し
た
業
者

は
４
社
で
、落
札
率
は
８
５
・７
９
％

で
あ
っ
た
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

富
士
見
住
宅
１
号
棟
外
壁
他

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

富
士
見
住
宅
１
号
棟
外
壁
他

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
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〔 

歳
入
全
般 

〕

問
　
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
マ
イ

ナ
ス
は
ど
う
い
う
意
味
か

財
政
課
長　
当
初
予
算
で
取
り
崩
し

を
予
定
し
て
い
た
額
を
減
額
し
、基

金
へ
と
戻
す
と
い
う
意
味
。

問
　
基
金
に
戻
す
予
算
が
あ
り
な
が

ら
、起
債
を
す
る
理
由
は

財
政
課
長　
事
業
費
に
対
す
る
借
入

金（
起
債
）は
あ
ら
か
じ
め「
枠
取
り
」

を
し
て
お
か
な
い
と
、年
度
途
中
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、予

算
上
に
載
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善

事
業
の
国
庫
補
助
金
が
減
額
さ
れ
た

理
由
は

町
長　

近
年
、国
の
補
助
率
が
急
激

に
落
ち
て
60
％
前
後
に
な
っ
て
き
て

い
る
。全
国
的
に
災
害
が
多
く
、災
害

復
旧
へ
の
充
当
率
が
高
く
な
る
一
方

で
、公
営
住
宅
の
長
寿
命
化
と
い
っ

た
事
業
へ
の
充
当
率
が
低
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
健
康
被
害
給
付
金
の
対
象
者
は

い
き
い
き
健
康
課
長　
令
和
５
年
中

に
認
定
さ
れ
た
方
で
あ
り
、今
予
算

は
令
和
７
年
度
中
に
か
か
っ
た
医
療

に
対
す
る
救
済
の
助
成
金
で
あ
る
。

〔 

職
員
給
与
・
手
当 

〕

問
　
各
課
で
職
員
給
料
・
手
当
等
の

増
減
が
あ
る
理
由
は

総
務
課
長　
年
度
当
初
の
人
事
異
動

に
よ
る
各
課
の
実
際
の
人
件
費
に
合

わ
せ
る
た
め
で
あ
る
。異
動
す
る
職

員
の
役
職
や
年
齢
等
に
よ
っ
て
給
与

額
が
違
う
た
め
、各
課
で
増
減
が
出

て
く
る
。

問
　
職
員
給
料
・
職
員
手
当
の
総
額

が
減
額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は

総
務
課
長　
当
初
予
算
編
成
後
に
退

職
し
た
職
員
、育
児
休
業
を
取
得
す

る
職
員
等
が
い
た
た
め
で
あ
る
。

問
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
の
減
額
理
由
は

町
民
課
長　
国
保
会
計
に
人
件
費
を

盛
り
込
ん
で
い
た
育
児
休
業
中
の
職

員
の
復
帰
に
伴
い
、人
件
費
を
一
般

会
計（
国
民
年
金
費
）へ
と
振
り
替
え

た
た
め
で
あ
る
。

問
　
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
の

減
額
理
由
は

福
祉
・
介
護
課
長　

課
長
職
が
福
祉

課
と
介
護
課
の
兼
務
に
な
っ
た
こ
と

で
、課
長
分
の
人
件
費
を
福
祉
課
側

に
一
括
し
て
計
上
し
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
あ
る
。

〔 

つ
む
ぎ
の
湯　

改
修
調
査
費 

〕

問
　
休
館
中
の
施
設
に
対
す
る
改
修

調
査
費
を
計
上
す
る
意
図
は

い
き
い
き
健
康
課
長　
民
間
譲
渡
に

向
け
、応
募
事
業
者
に
対
し
て
、改
修

費
の
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。そ
の

改
修
に
い
く
ら
か
か
る
の
か
を
算
定

す
る
た
め
の
調
査
費
用
で
あ
る
。

問
　
福
祉
施
設
と
し
て
の
活
用
は
　

町
長　
福
祉
施
設
と
し
て
の
活
用
に

つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
く
。

問
　
具
体
的
な
改
修
内
容
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
頻
度
は

い
き
い
き
健
康
課
長　
老
朽
化
し
た

源
泉
ポ
ン
プ
や
機
械
室（
ボ
イ
ラ
ー・

配
管
）、ま
た
事
業
者
の
新
し
い
活
用

方
法
に
資
す
る
改
修
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、営
業

時
、源
泉
ポ
ン
プ
が
２
年
に
１
回
、

井
水
ポ
ン
プ
が
10
年
に
１
回
な
ど

機
械
ご
と
に
年
数
が
決
ま
っ
て
お

り
、５
年
の
ス
パ
ン
で
計
画
し
進
め

て
い
た
。

問
　
民
間
譲
渡
に
向
け
た
日
程
は

町
長　
鑑
定
・
調
査
は
10
月
中
旬
に

は
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。そ
の
後
、

11
月
上
旬
に
募
集
を
し
、今
年
中
に

は
業
者
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

〔 
涼
み
処
開
放
助
成
事
業 

〕

問
　
事
前
申
請
か
ら
実
績
報
告
ま
で

の
手
続
き
の
流
れ
は

い
き
い
き
健
康
課
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、回
覧
等
で
周
知
し
、事
前
に
意
向

確
認
書
を
提
出
し
て
も
ら
う
。９
月

30
日
の
期
間
終
了
後
、10
月
10
日
ま

で
に
開
所
実
績
を
提
出
し
て
も
ら

う
。な
お
、昨
年
、県
が
単
独
で
行
っ

た
際
に
開
所
し
た
２
つ
の
自
治
会
へ

は
最
初
の
段
階
で
声
か
け
を
す
る
予

定
で
あ
る
。

問
　
自
治
会
へ
の
周
知
は

い
き
い
き
健
康
課
長　
直
接
区
長
に

文
書
を
送
り
、事
業
の
周
知
を
図
る
。

問
　
予
算
上
限
に
達
し
た
場
合
は

い
き
い
き
健
康
課
長　
不
足
し
た
場

合
は
補
正
予
算
等
で
対
応
す
る
。

問
　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
の
利
用
者

へ
の
周
知
と
対
象
施
設
は

い
き
い
き
健
康
課
長　
補
助
対
象
は

個
人
で
は
な
く
施
設
を
管
理
し
て
い
る

自
治
会
等
で
あ
る
。対
象
施
設
と
は
、自

分
た
ち
で
区
費
・
組
費
を
集
め
て
管
理

し
て
い
る
施
設
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算



笠井 雄一 議員
ゆういち

❾ いちかわみさと議会だより

一
般
質
問

職員の定数管理は

計画的な適正化、管理に努めている

問

答

一瀬　 正 議員
いちのせ ただし

かさい

閉鎖、休止施設の処分、再利用は

廃校舎は地域の活性化に
　繋がるように努める

問

答

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

１
．職
員
定
数
、
定
員
管
理
及
び

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

問
　
今
年
度
の
職
員
数
は

町
長
　
４
月
１
日
現
在
の
職
員
配

置
状
況
は
、正
職
員
数
が
１
７
４

人
、会
計
年
度
任
用
職
員
数
が
１

３
２
人
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
度
と
比
較
す
る
と
、

正
職
員
が
18
人
の
減
少
、会
計
年

度
任
用
職
員
が
38
人
の
減
少
で

あ
る
。合
併
以
降
、計
画
的
な
定
員

適
正
化
、定
員
管
理
に
努
め
て
き

て
い
る
。

問
　
六
郷
出
張
所
の
職
員
数
は
少

な
い
の
で
は
な
い
か

総
務
課
長
　
来
庁
者
の
数
か
ら
見

て
、適
正
で
あ
る
。

２
．本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

問
　
非
常
事
態
宣
言
解
除
の
理
由

は町
長
　
令
和
５
年
９
月
に
財
政
非

常
事
態
宣
言
を
発
し
た
が
、財
政

危
機
状
況
に
あ
っ
た
経
常
収
支
比

率
と
赤
字
体
質
に
つ
い
て
は
改
善

の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、令
和
８
年
３
月
に
宣

言
を
解
除
し
た
。

問
　
現
在
の
財
政
状
況
は

町
長
　
改
善
傾
向
に
あ
る
と
は
言

え
、経
常
収
支
比
率
、実
質
公
債
費

比
率
、将
来
負
担
比
率
な
ど
、各
指

標
は
全
国
的
に
は
ま
だ
高
い
比
率

に
あ
り
、楽
観
で
き
る
状
況
で
は

な
い
。

問
　
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
は

町
長
　
社
会
情
勢
の
影
響
に
よ
る

物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
、さ

ら
に
は
今
後
予
定
さ
れ
る
小
中
学

校
適
正
配
置
に
よ
る
影
響
な
ど
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
大
き
な
課
題

が
あ
る
。町
民
の
皆
様
に
は「
良
く

な
っ
て
き
て
い
る
が
、ま
だ
ま
だ

改
善
が
求
め
ら
れ
る
現
状
で
あ

る
」こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
て

も
ら
い
、持
続
可
能
な
市
川
三
郷

町
の
実
現
の
た
め
に
、引
き
続
き

行
財
政
改
革
に
尽
力
し
て
い
く
。

問
　
経
常
収
支
比
率
算
出
に
係
る

計
数
を
意
図
的
に
操
作
し
、偽
り

の
数
値
を
提
示
し
て
い
な
い
か

財
政
課
長
　
決
算
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
ご
と
に
歳
出
金

額
を
分
類
し
、厳
正
に
処
理
し
て

い
る
。そ
れ
ぞ
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

示
さ
れ
た
費
目
に
沿
っ
て
厳
密
に

処
理
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
県
か

ら
誤
り
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
な

い
。数
値
の
処
理
は
適
正
で
あ
り

偽
っ
た
数
値
を
提
示
し
た
こ
と
は

な
い
。

１
．使
わ
れ
な
く
な
っ
た
公
共
施
設

　

の
再
利
用
や
処
分
に
つ
い
て

問
　
こ
れ
か
ら
の
計
画
は

町
長
　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。施
設
の
取
り
壊

し
費
用
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
な
処

分
を
第
一
に
考
え
て
い
る
。

２
．避
難
所
情
報
の
通
達
、
各
種

　

避
難
所
の
選
定
な
ど
の
方
策
は

問
　
災
害
別
の
避
難
所
選
定
の
基

準
と
更
新
は

町
長
　
洪
水
時
は
町
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定
区
域
の
外

に
あ
る
建
物
、土
砂
災
害
時
は
土

砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
外
に
あ

る
建
物
、地
震
時
は
、建
築
基
準
法

に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
す
る
建
物
を
選
定
の
基
準
と
し

て
い
る
。避
難
所
は
必
要
に
応
じ

て
更
新
し
て
い
る
。

３
．「
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
の

　

町
長
回
答
の
判
断
基
準
や
理
由
は

問
　
回
答
の
判
断
基
準
と
理
由
は

町
長
　
回
答
は
新
聞
社
に
対
し
自

身
の
考
え
を
答
え
た
も
の
で
あ

る
。議
場
で
論
じ
る
こ
と
は
権
限

外
で
あ
る
と
考
え
る
。

４
．三
珠
図
書
館
と
六
郷
図
書
館

　

の
再
開
に
つ
い
て

問
　
両
館
の
再
開
は

町
長
　
再
開
の
考
え
は
な
い
が
、

週
２
日
ず
つ
の「
は
こ
と
し
ょ
」実

施
、リ
ユ
ー
ス
本
、リ
サ
イ
ク
ル
本

の
設
置
等
を
行
な
っ
て
い
る
。ま

た
、本
館
利
用
促
進
の
た
め
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
六
郷
線
の
乗
り

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

５
．空
き
家
を
活
用
し
て
の
人
口

　

増
加
策
に
つ
い
て

問
　
町
の
取
り
組
み
は

町
長
　
移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
の
っ
ぷ
い
ラ
イ
フ
」で
町
の
魅

力
を
発
信
す
る
。ま
た
、地
域
活
性

化
起
業
人
に
よ
る
動
画
配
信
も
始

め
た
。空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件

数
の
向
上
に
も
取
り
組
む
。

６
．小
・
中
学
校
の
統
合
に
向
け
て
、

　

通
学
の
利
便
性
の
検
討
は

問
　
ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
な
わ

れ
て
い
る
の
か

町
長
　
今
後
設
置
さ
れ
る
中
学
校

統
合
に
関
す
る
準
備
委
員
会
と
、

小
学
校
統
合
に
関
す
る
準
備
委
員

会
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議 員 名 質 問 内 容 議 員 名 質 問 内 容
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一般質問の項目一般質問の項目一般質問の項目
令和８年6月議会 9人の議員が質問令和８年6月議会 9人の議員が質問令和８年6月議会 9人の議員が質問
インターネットから会議録も閲覧可能です。どうぞご覧ください。▶▶▶インターネットから会議録も閲覧可能です。どうぞご覧ください。▶▶▶インターネットから会議録も閲覧可能です。どうぞご覧ください。▶▶▶

※作業工程により、今号発行日（８月１日）に最新の会議録に更新できていない場合がありますがご了承ください。

１．職員定数と定員管理及び会計年度任用職員
　　について
２．本町の財政状況について

１．使われなくなった公共施設の再利用や処分について
２．避難所情報の通達、各種避難所の選定などの方策は
３．「憲法アンケート」での町長回答の判断基準や理由は
４．三珠図書館と六郷図書館の再開について
５．空き家を活用しての人口増加策について
６．小・中学校の統合に向けて、通学の利便性の検討は

１．区、組の運営について
　（１）区、組とは
　（２）区、組の活動状況は
　（３）区、組の必要性は
　（４）これからの区、組の活動は
２．遊具管理について
　（１）点検状況
　（２）安全基準と事故への対応
　（３）遊具更新計画と予算確保

１．富士山噴火による災害への対処について
　（１）広域避難受け入れ
　（２）降灰への対処
　（３）交通網遮断への備え
２．洪水時の避難について
　（１）自主防災会
　（２）河川中の樹木やアシの伐採
　（３）避難所の確保
　（４）発災時の物資の補給
３．大災害時のＢＣＰについて

１．「財政非常事態宣言」解除後の財政運営に
　　ついて
　（１）解除後の財政運営管理の指標・基準・仕組みは
　（２）アクションプランに代わる可視化の仕組みは
　（３）当初予算編成時の90％シーリングの今後の扱いは
２．富士山噴火への対応について
　（１）本町が見込む具体的被害と対策は
　（２）直接被災自治体との受入れ協定の現状と今後は
３．市川大門中央通りの一方通行逆走対策等に
　　ついて
　（１）「道路面への矢印と制限時間の明示」
　　　　対策を講じては
　（２）一方通行時間を「７時から20時」に短縮を
　（３）「路面表示」や「時間制限変更」時に
　　　　必要な手続きは

笠井 雄一
 議員　

一瀬　正
 議員　

諏訪 桂一
 議員　

依田 十造
 議員　

丹澤　孝
 議員　

一之瀬 滋輝
 議員　

齋藤 美佐
 議員　

新津 千吉
 議員　

一瀬 広朗
 議員　

１．町の財政状況と改善策について
　（１）令和７年度の財政状況の見通し
　（２）主要財政指標の課題認識と改善策
２．公共施設の利用促進と有効活用について
　（１）令和７年度の利用状況と評価
　（２）利用促進の取り組み
　（３）今後の活用方針

１．生命（いのち）の安全教育で子どもを守る
　　取り組みについて
　（１）生命の安全教育の重要性に対する認識
　（２）本町における「生命の安全教育」の実
　　　　施状況
　（３）ネット・SNSの低年齢化と生成AI悪
　　　　用への対応
　（４）外部講師の活用と組織的な仕組み作り
２．「個人向け防犯カメラ設置補助制度」の創
　　設について

１．地区要望書に関する実施要領について
　（１）実施要領、町の対応
　（２）三珠、市川、六郷で要望された未実施
　　　　の累積件数
　（３）行政対応不可の内容
２．町道落居黒沢狩山田線の町道である根拠に
　　ついて
　（１）町道である証拠
　（２）町道として町が権利を主張できないか
　（３）係争中の問題解決について
３．盲導犬に対する理解度について
　（１）身体障害者補助犬法
　（２）町や民間の公共施設、スーパーや飲食
　　　　店への対応
　（３）盲導犬に対し町民の認識
４．人口減少は国、県、町の課題だが方策につ
　　いて
　（１）みさと学は合併以降推進されている、
　　　　効果の検証は
　（２）若者定住促進住宅補助金
　（３）結婚新生活支援事業
　（４）多世帯(２～３世代)同居支援

１．臨時交付金について
２．地域経営戦略事業について
３．町内小中学校について
４．広報「いちかわみさと」について



丹澤 孝 議員
たかし

11 いちかわみさと議会だより

一
般
質
問

休止、廃止になっている公共施設の利活用は

施設の利活用については
　ホームページや広報誌で適宜周知する

問

答

一之瀬 滋輝 議員
いちのせ しげき

たんざわ

令和７年度の財政状況が改善を見込まれる要因は

「シーリング」の取り組みや事業実施計画に
　基づいた「計画的な事業実施」などが要因

問

答

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

１
．「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
解
除

　

後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　

解
除
後
の
財
政
運
営
を
管
理

す
る
指
標
や
基
準
、仕
組
み
は

町
長　

経
常
収
支
比
率
や
実
質
公

債
費
比
率
な
ど
の
財
政
状
況
を
示

す
指
標
に
よ
り
、全
国
や
県
平
均

な
ど
を
基
準
と
し
て
本
町
の
現
状

を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。管

理
す
る
仕
組
み
は
、社
会
経
済
情

勢
の
変
化
を
織
り
込
ん
だ
中
長
期

的
視
野
に
立
っ
た
計
画
を
考
え

る
。

問　

行
財
政
改
革
を
可
視
化
す
る

仕
組
み
は

町
長　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
計

画
期
間
に
達
成
で
き
な
か
っ
た
項

目
は
、新
た
な
期
間
を
定
め
、進
捗

管
理
を
行
い
、評
価
結
果
な
ど
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
。

問　

90
％
シ
ー
リ
ン
グ
の
今
後
の

取
り
扱
い
は

町
長　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や

将
来
の
投
資
が
先
送
り
に
な
ら
な

い
よ
う
な
予
算
編
成
に
取
り
組
む
。

２
．富
士
山
噴
火
へ
の
対
応
に
つ

　

い
て

問　

本
町
に
お
け
る
被
害
想
定
と

対
策
内
容
は

町
長　

降
灰
可
能
性
マ
ッ
プ
に
よ

る
と
２
㎝
か
ら
10
㎝
の
降
灰
が
想

定
さ
れ
る
。交
通
障
害
、停
電
、断

水
等
の
可
能
性
が
あ
り
、緊
急
輸

送
道
路
の
優
先
的
な
除
灰
や
空
路

で
の
輸
送
を
調
査・研
究
す
る
。

問　

被
災
自
治
体
と
の
協
定
の
現

状
と
今
後
の
拡
充
方
針
は

町
長　

富
士
河
口
湖
町
と
広
域
避

難
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
て
お

り
、二
千
人
の
受
け
入
れ
を
想
定

し
て
い
る
。今
後
の
拡
充
方
針
は

山
梨
県
と
協
議
し
て
い
く
。

３
．市
川
大
門
中
央
通
り
の
一
方

　

通
行
逆
走
対
策
等
に
つ
て

問　

逆
走
車
が
気
付
き
や
す
い
表

示
を
行
う
考
え
は

町
長　

標
識
や
路
面
標
示
な
ど
対

策
を
講
じ
て
き
た
が
、今
後
も
他

の
自
治
体
の
対
策
事
例
を
参
考
に

調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　

規
制
時
間
を
短
縮
す
る
考
え

は町
長　

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た

め
現
状
の
７
時
か
ら
22
時
の
継
続

は
必
要
だ
と
考
え
る
。

問　

路
面
標
示
や
一
方
通
行
時
間

変
更
に
必
要
な
手
続
き
は

町
長　

関
係
す
る
機
関
は
山
梨
県

公
安
委
員
会
と
道
路
管
理
者
で
あ

り
、規
制
に
関
し
て
は
鰍
沢
警
察

署
に
要
望
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
。

１
．町
の
財
政
状
況
と
改
善
策
に

　

つ
い
て

問　

令
和
７
年
度
の
財
政
状
況
の

見
通
し
は

町
長　

決
算
が
未
確
定
で
具
体
的

な
額
は
示
せ
な
い
。実
質
単
年
度
収

支
は
黒
字
を
見
込
み
、経
常
収
支
比

率
も
改
善
を
見
込
ん
で
い
る
。ま

た
、基
金
現
在
高
は
令
和
６
年
度
末

と
同
程
度
を
見
込
み
、実
質
公
債
費

比
率
も
同
程
度
で
将
来
負
担
比
率

は
改
善
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

将
来
負
担
比
率
の
高
さ
に
対

す
る
認
識
と
改
善
策
は

町
長　

将
来
負
担
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
要
因
は
、地
方
債
現

在
高
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
と

認
識
し
て
い
る
。改
善
す
る
た
め

に
は
、起
債
額
を
抑
制
す
る
必
要

が
あ
り
、行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
を
継
続
し
、今
後
も
事
業
の
選

択
を
進
め
て
い
く
。

問　

実
質
公
債
費
比
率
が
年
々
増

加
し
て
い
る
が
、対
策
は

町
長　

３
カ
年
平
均
で
比
率
を
算

出
す
る
た
め
、令
和
５
年
度
に
元

利
償
還
金
額
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、現
状
は
増
加
し
て
い

る
。中
長
期
的
視
点
の
も
と
で
、事

業
に
優
先
順
位
を
つ
け
、単
年
度

に
集
中
し
な
い
よ
う
平
準
化
を
図

る
。比
率
の
改
善
や
公
債
費
の
抑

制
に
向
け
尽
力
す
る
。

２
．公
共
施
設
の
利
用
促
進
と
有

　

効
活
用
に
つ
い
て

問　

行
財
政
改
革
を
経
て
公
共
施

設
の
利
用
状
況
の
変
化
は

町
長　

令
和
７
年
度
で
は
、地
区

公
民
館
は
全
体
の
利
用
回
数
が
前

年
並
み
で
あ
っ
た
。生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
は
使
用
料
収
入
が
減
少
し

た
が
、前
年
度
の
大
口
利
用
が
な

か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
り
、こ

れ
を
除
け
ば
前
年
以
上
の
利
用
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問　

利
用
促
進
の
取
り
組
み
は

町
長　

地
区
公
民
館
と
ス
ポ
ー
ツ

施
設
に
つ
い
て
は
、定
期
的
な
利

用
が
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
適
切

な
管
理
に
努
め
る
。生
涯
学
習
館

に
つ
い
て
は
新
た
な
利
用
者
の
確

保
に
努
め
、図
書
館
は
蔵
書
や
各

種
催
し
の
充
実
を
図
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
も
活
用
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問　

公
共
施
設
の
活
用
方
針
は

町
長　

防
災
拠
点
と
し
て
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
防
災
力
の

強
化
に
取
り
組
む
。今
後
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、施
設
の

適
正
化
を
図
り
つ
つ
、老
朽
化
対

策
や
機
能
維
持
な
ど
の
環
境
整
備

に
努
め
て
い
く
。

10令和8年8月1日 発行　第84号

一
般
質
問

諏訪 桂一 議員
すわ けいいち

区、組の必要性は

必要であるが、存続に危機感をもっている

問

答

詳しくは
こちら

依田 十造 議員
よだ じゅうぞう

富士山噴火時の広域避難受け入れは

富士河口湖町と覚書を締結しており、
　約2000人を受け入れる予定

問

答

詳しくは
こちら

１
．区
、
組
の
運
営
に
つ
い
て

問
　
区
や
組
の
法
的
位
置
づ
け
は

町
長
　
地
域
に
住
む
人
々
が
自
分

た
ち
の
生
活
環
境
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
自
主
的
に
作
る
団
体
と

し
て
定
義
さ
れ
て
お
り
、法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。

問
　
区
、組
の
必
要
性
は

町
長
　
自
治
会
は
地
域
の
情
報
共

有
や
災
害
時
の
助
け
合
い
、ま
た
、

防
災
防
犯
活
動
な
ど
、住
民
同
士

の
助
け
合
い
や
交
流
、地
域
の
安

全
安
心
な
環
境
づ
く
り
に
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

問
　
区
、組
の
維
持
対
策
は

町
長
　
自
治
会
活
動
の
維
持
が
困

難
に
な
る
こ
と
は
、地
域
の
安
全

網
の
低
下
や
、孤
立
化
の
リ
ス
ク

に
直
結
す
る
重
要
な
課
題
で
あ

る
。し
か
し
、法
律
で
義
務
付
け
が

さ
れ
て
い
な
い
自
治
会
に
つ
い

て
、町
は
存
続
を
強
制
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。他
の
自
治
体
を
参

考
に
、調
査
・
研
究
を
進
め
て
い

く
。要
請
に
よ
る
区
や
組
の
再
編

成
に
も
対
応
し
て
い
く
。

２
．遊
具
管
理
に
つ
い
て

問
　
安
全
点
検
の
状
況
は

町
長
　
町
内
に
は
子
育
て
支
援
課

が
管
理
す
る
保
育
所
及
び
学
童
、

産
業
振
興
課
が
管
理
す
る
公
園
、

建
設
課
が
管
理
す
る
団
地
内
の
公

園
、教
育
総
務
課
が
管
理
す
る
学

校
、生
涯
学
習
課
が
管
理
す
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
の
公
園
な
ど
に
遊

具
が
あ
り
、９
割
以
上
が
設
置
か

ら
20
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
。

遊
具
の
日
常
点
検
は
、職
員
が
常

駐
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
使

用
の
都
度
、そ
の
他
の
施
設
に
つ

い
て
は
２
週
間
か
ら
１
ヶ
月
に
１

度
の
頻
度
で
、目
視
に
よ
る
巡
回

点
検
を
行
っ
て
い
る
。非
破
壊
検

査
を
含
め
た
精
密
点
検
に
つ
い
て

は
、ほ
ぼ
全
て
の
施
設
で
１
年
に

１
度
の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
遊
具
更
新
の
優
先
順
位
は

町
長
　
現
時
点
で
決
定
し
て
い
る

計
画
は
な
い
。遊
具
の
利
用
状
況

や
状
態
、ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、

劣
化
が
著
し
い
も
の
や
安
全
性
を

重
視
し
て
対
応
し
て
い
く
。ま
た
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
導
入

や
、交
付
金
の
活
用
、寄
付
金
な
ど

に
よ
る
財
源
確
保
の
方
策
等
、調

査・研
究
し
て
い
く
。

１
．富
士
山
噴
火
に
よ
る
災
害
へ

　

の
対
処
に
つ
い
て

問
　
広
域
避
難
受
け
入
れ
は

町
長
　
富
士
河
口
湖
町
と
富
士
山

噴
火
時
に
お
け
る
広
域
避
難
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
。受

け
入
れ
想
定
人
数
は
２
千
人
で
、

収
容
人
数
が
多
い
施
設
か
ら
順
次

受
け
入
れ
る
予
定
。受
け
入
れ
時

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
今
後
協

議
し
て
い
く
。

問
　
降
灰
へ
の
対
処
は

町
長
　
本
町
で
は
風
向
き
に
よ
っ

て
は
２
㎝
か
ら
10
㎝
の
降
灰
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。交
通
障
害
、停

電
、断
水
、健
康
被
害
、農
林
業
の

被
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ゴ
ー
グ
ル
や
マ
ス
ク
の
準
備
、電

子
機
器
の
防
塵
な
ど
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

問
　
交
通
網
遮
断
へ
の
備
え
は

町
長
　
物
流
が
停
止
す
る
こ
と
に

よ
る
孤
立
状
態
と
医
療
、救
急
体

制
の
ひ
っ
迫
が
想
定
さ
れ
る
。緊

急
輸
送
道
路
の
優
先
的
な
除
灰
、

空
路
で
の
輸
送
を
視
野
に
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

　
２
．洪
水
時
の
避
難
に
つ
い
て

問
　
自
主
防
災
会
の
実
態
は

町
長
　
自
主
防
災
会
は
町
民
の
協

力
に
よ
り
成
立
し
て
お
り
、負
担

も
伴
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、町
で

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に

即
し
て
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
な

組
織
化
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。引
き
続
き
、地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
推
進
し
、地

域
に
お
け
る
自
主
防
災
会
と
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
で
、地
域
の
防
災
力
を
高

め
て
い
き
た
い
。

問
　
発
災
時
の
物
資
の
補
給
は

町
長
　
現
状
の
備
蓄
量
で
は
発
災

時
の
対
応
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。想
定
避
難
者
数
に
対
し

３
日
分
の
備
蓄
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

３
．災
害
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

問
　
職
員
の
参
集
体
制
は

町
長
　
過
去
の
全
国
の
事
例
か
ら

推
測
す
る
と
約
４
割
程
度
。非
常

時
の
業
務
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に

６
要
素
が
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、

４
割
の
職
員
で
は
機
能
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
て
も
、量
は
こ
な
せ
な

い
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
非
常
時
優
先
業
務
の
整
理
は

町
長
　
関
係
機
関
、団
体
、企
業
の

協
力
が
必
要
な
業
務
は
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
あ
る
。随
時
更
新
し

て
い
き
、万
全
な
体
制
が
取
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

使用禁止となっている遊具



一瀬 広朗 議員
ひろあき

13 いちかわみさと議会だより

一
般
質
問

限定的事業者支援の根拠は

43の事業所は物価高騰の影響を
　価格転嫁できないと判断した

問

答
いちのせ

詳しくは
こちら

峡南広域行政組合合同庁舎見学峡南広域行政組合合同庁舎見学峡南広域行政組合合同庁舎見学峡南広域行政組合合同庁舎見学
令和８年５月１３日（水）午前１０時～
市川三郷町議会で視察研修を行いました。
【研修の主な内容】
▶峡南広域行政組合消防庁舎等整備事業について
▶庁舎建設経緯
▶庁舎内視察（１階：消防本部・北部消防署、
　　　　　　 ２階：事務局・情報管理室、屋上）

総務課では、地域住民の方に「癒し」「ゆとり」「安心」「生きがい」を届けるために峡南地域の窓口として、組合業務運
営の連絡調整、人事給与管理、財務書類作成、メンタルヘルス対策や職員の福利厚生等を行っています。情報管理室
では構成５町・管内小中学校および峡南広域行政組合で構成されるネットワークの運営・維持管理・セキュリティの
他、基幹業務、戸籍、住基ネット等の業務システムを共同運用し、帳票の共同印刷処理を行っています。また、消防本
部や北部消防署の役割や防災対策等について丁寧な説明をいただきながら見学させていただきました。清野事務局
長から、『市川三郷町をはじめ、峡南５町の消防・防災の拠点として、住民の皆様の生命と財産を守ることを一心に職
員一同取り組んで参りたいと思います。』という力強いお言葉をいただき、感謝と敬意の思いを抱きました。

１
．臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

問
　
県
か
ら
も
支
援
金
が
交
付
さ

れ
る
事
業
所
に
対
し
、な
ぜ
町
は

限
定
し
た
43
の
事
業
所
へ
10
万
円

ず
つ
支
給
し
た
の
か

町
長
　
国
か
ら
の
通
達
を
受
け
、

医
療
機
関
、福
祉
・
保
育
施
設
等
へ

の
予
算
化
を
進
め
た
。43
の
事
業

所
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
報
酬
が
法
定

価
格
で
定
め
ら
れ
、物
価
高
騰
の

影
響
を
価
格
転
嫁
で
き
な
い
た

め
、経
営
環
境
へ
の
影
響
が
増
大

し
て
い
た
。町
民
生
活
に
直
結
す

る
事
業
に
対
し
、サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
者
側
と
享
受
す
る
町

民
側
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た

め
、事
業
者
支
援
を
提
案
し
た
。

２
．地
域
戦
略
事
業
に
つ
い
て

問
　「
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
」

「
創
業
支
援
補
助
金
事
業
」「
地
域

活
性
化
企
業
人
事
業
」の
詳
細
は

町
長
　
一
つ
目
は
、国
の「
ロ
ー
カ

ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
交
付
金
を
活
用
し
、町
の
補
助

金
と
金
融
機
関
の
融
資
を
組
み
合

わ
せ
た
支
援
事
業
。二
つ
目
は
、町

の
補
助
金
と
商
工
会
の
伴
走
支
援

に
よ
り
、創
業
の
促
進
と
事
業
の

定
着
を
図
る
事
業
。三
つ
め
は
、町

の
魅
力
を
動
画
配
信
し
、町
の
認

知
度
向
上
を
図
る
事
業
で
、年
間

１
１
８
０
万
円
を
計
上
し
た
。

３
．町
内
小
中
学
校
に
つ
い
て

問
　
町
内
小
中
学
校
に
通
う
町
外

在
住
者
の
数
と
、町
内
・
町
外
在
住

者
の
負
担
額
の
差
は

教
育
長
　
小
学
校
で
11
人
、中
学

校
で
７
人
。中
学
校
で
給
食
費
に

差
が
あ
り
、町
内
在
住
者
は
無
償
、

町
外
在
住
者
は
一
食
当
た
り
３
５

５
円
を
徴
収
し
て
い
る
。

問
　
町
内
か
ら
町
外
・
町
外
か
ら

町
内
へ
通
う
児
童
生
徒
の
負
担
を

市
町
村
間
で
調
整
で
き
な
い
か

町
長　

負
担
額
軽
減
策
を
市
町
村

間
で
協
議
す
る
の
は
難
し
い
。

４
．広
報
「
い
ち
か
わ
み
さ
と
」
に

　

つ
い
て

問
　
課
題
・
展
望
・
思
い
は

町
長
　
限
ら
れ
た
紙
面
へ
掲
載
す

る
情
報
の
選
択
に
課
題
は
あ
る

が
、暮
ら
し
に
直
結
す
る
行
政
情

報
を
届
け
、地
域
の
魅
力
や
住
民

の
皆
様
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を

伝
え
、町
と
住
民
を
繋
い
で
い
き

た
い
。

問
　
市
川
三
郷
カ
レ
ン
ダ
ー
を
充

実
さ
せ
ら
れ
な
い
か

総
務
課
長　
民
間
主
催
イ
ベ
ン
ト

の
掲
載
等
、前
向
き
に
検
討
す

る
。

12令和8年8月1日 発行　第84号

一
般
質
問

齋藤 美佐 議員
さいとう みさ

生命の安全教育で子どもを守る取り組みを

福祉部門や関係機関と連携し、
　子どもたちを支援していく

問

答

詳しくは
こちら

新津 千吉 議員
にいつ せんきち

人口減少の課題と方策は

動画などを用いて町の魅力発信に努める

問

答

詳しくは
こちら

いのち

１
．生
命
の
安
全
教
育
で
子
ど
も

　

を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

生
命
の
安
全
教
育
の
重
要
性

に
対
す
る
認
識
は

教
育
長　

単
に
性
に
関
す
る
知
識

を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、自
分
自
身

を
大
切
に
す
る
こ
と
、他
者
の
尊

厳
や
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
学

ぶ
、大
変
重
要
な
教
育
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。ま
た
、人
権
教
育

の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、将

来
に
渡
り
健
や
か
に
生
き
て
い
く

た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

実
施
状
況
は

教
育
長　

学
級
活
動
、保
健
体
育
、

道
徳
、人
権
教
育
等
の
時
間
を
活

用
し
な
が
ら
、発
達
段
階
に
応
じ

た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。内
容
は
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
に
関
す
る

理
解
、相
手
を
尊
重
す
る
態
度
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
時
の
注
意

点
、Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
な
ど
で
あ

る
。ま
た
、養
護
教
諭
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、子
ど
も
た
ち
が
相
談
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

問　

ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
低
年
齢

化
、生
成
Ａ
Ｉ
悪
用
へ
の
対
応
は

教
育
長　

現
在
行
っ
て
い
る
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
実
施
や
、Ｓ
Ｎ
Ｓ・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す

る
保
護
者
向
け
の
注
意
喚
起
な
ど

を
通
じ
、子
ど
も
た
ち
と
保
護
者

双
方
へ
の
周
知
啓
発
を
継
続
し
、

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
リ
ス
ク
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　

外
部
講
師
の
活
用
と
組
織
的

な
仕
組
み
作
り
は

教
育
長　

産
婦
人
科
医
、助
産
師
、

保
健
師
等
の
専
門
家
を
活
用
し
た

授
業
や
講
演
は
、子
ど
も
た
ち
が

正
し
い
知
識
を
学
ぶ
上
で
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。今
後
は

国
や
県
の
動
向
も
注
視
し
な
が

ら
、福
祉
部
門
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、学
校
、家
庭
、地
域

が
一
体
と
な
り
、子
ど
も
た
ち
を

支
援
し
て
い
く
。

２
．個
人
向
け
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

　

補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

問　

補
助
制
度
の
創
設
は

町
長　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

犯
罪
抑
止
と
証
拠
の
確
保
の
た
め

に
効
果
的
で
あ
る
。山
梨
県
警
察

が
創
設
し
た
制
度
の
普
及
を
進
め

る
と
と
も
に
、本
町
で
は
、公
共
施

設
へ
の
設
置
状
況
、財
源
の
確
保

な
ど
を
含
め
、先
行
事
例
を
参
考

に
、調
査・研
究
し
て
い
く
。

１
．地
区
要
望
書
に
関
す
る
実
施

　

要
領
に
つ
い
て

問　
「
地
区
要
望
に
対
す
る
回
答
」

の
変
更
点
は

町
長　
「
今
後
３
年
以
内
の
実
施

予
定
」「
５
年
間
は
実
施
予
定
な

し
」な
ど
、統
一
し
た
明
確
な
回
答

に
改
め
た
。

問　

要
望
件
数
に
変
化
は
あ
る
か

町
長　

昨
年
度
よ
り
回
答
方
式
を

変
更
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、継
続
的

に
要
望
さ
れ
る
件
数
は
減
少
し
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

２
．「
落
居
黒
沢
狩
山
田
線
」
が

　

町
道
で
あ
る
根
拠
に
つ
い
て

問　

町
道
で
あ
る
根
拠
は

町
長　

町
議
会
の
議
決
を
経
て
路

線
認
定
を
行
い
、区
域
決
定
と
供

用
開
始
を
告
示
し
、町
が
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
証
拠
で

あ
る
。

問　

町
が
権
利
を
主
張
で
き
な

い
、書
類
の
不
備
と
は

町
長　

道
路
敷
地
の
一
部
に
個
人

名
義
の
土
地
が
残
る
こ
と
が
課

題
。私
権
の
制
限
は
あ
る
が
、強
硬

な
法
的
手
段
に
よ
る
解
決
で
は
な

く
、双
方
の
合
意
に
よ
る
解
決
を

目
指
し
て
い
る
。

３
．盲
導
犬
に
対
す
る
町
民
の
理

　

解
度
に
つ
い
て

問　

町
民
の
認
識
は

町
長　

小
学
１
〜
３
年
生
を
対
象

に
盲
導
犬
訓
練
施
設
で
の
学
習
機

会
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、町
内
在
住
の

ユ
ー
ザ
ー
の
協
力
の
も
と
、管
内

小
中
学
校
で
の
福
祉
講
話
や
盲
導

犬
の
役
割
に
つ
い
て
の
学
習
、歩

行
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

４
．人
口
減
少
の
課
題
と
町
の
方

　

策
に
つ
い
て

問　
「
み
さ
と
学
」を
受
け
た
若
人

へ
の
調
査
は

教
育
長　

意
識
調
査
は
未
実
施
だ

が
、こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
町

の
魅
力
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　

若
者
が
住
み
た
く
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
は

町
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
特
化
し
た
人
材

を
登
用
し
、動
画
な
ど
に
よ
る
町

の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

問　

多
世
帯
同
居
の
支
援
策
は

町
長　

本
町
は
持
ち
家
や
三
世
代

同
居
の
割
合
が
高
く
、家
族
の
協

働
力
が
強
み
だ
。地
域
で
支
え
合

う
活
動
の
支
援
に
向
け
研
究
を
進

め
る
。

【
生
命
の
安
全
教
育
】子
ど
も
た
ち
が
性
暴
力
や

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
被
害
者
・
加
害
者
・
傍
観
者
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、自
分
や
他
者
の「
い
の
ち
と
心
と

体
の
安
全
」を
守
る
力
を
育
て
る
教
育
の
こ
と
。

い
の
ちい

の
ち
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市川三郷町議会広報モニターの感想市川三郷町議会広報モニターの感想市川三郷町議会広報モニターの感想市川三郷町議会広報モニターの感想市川三郷町議会広報モニターの感想市川三郷町議会広報モニターの感想市川三郷町議会広報モニターの感想 2O26年3月議会
№83№83№83

今回もモニターさんからたくさんの貴重なご意見をいただきました。全てを載せることはできませんが、一部を
掲載し、これからの号に反映させていただきます。 モニターの皆様、ありがとうございました。

表紙
○子どもの笑顔の写真とテーマが一致して
いて未来への希望を感じることができた。
○題字のように、明るい未来へ笑顔がつなが
る町づくりを町全体で行っていきたい。

P　　令和8年3月定例会
○白黒ですが、枠や大文字で見やすく全体的
にとても良いと思います。
●条例の制定、改正、廃止により町民の生活
に与える変化等の解説もしてもらいたい。

P　　令和8年第1回臨時会
○賛成討論と反対討論のそれぞれの意見、
誰が出したかまで分かりやすい。中学生か
らすると少し難しい内容ですが、分かりや
すくまとめられていた。
●タイトルの文字を小さくすればそれ以外が
見やすくなると思います。

P　　　 令和8年度一般会計当初予算
○会計名、数字共に統一感があり見やすいと
思った。新規事業の内容も分かりイメージ
しやすい。分かりにくい地方交付税、国庫
支出金などについても詳細があり分かり
やすかった。
●より分かりやすく、そのお金を何に使うか
書いた方が良いと思いました。

P　　　 常任委員会報告
○両常任委員会の内容が分かりやすく整理
されている。町の様々な課題について話し
合われていることが伝わってきた。
●高齢者が見る確率が高いと思うので、もう
少し字を大きくしてもいいと思いました。
でも、イラストがあって分かり易かったで
す。

P　　一般質問の項目
○今までより、質問の要点を項目としてまと
めてあり、どんな質問をしたのかが一覧と
して分かって良いと思います。
○議員さんごとにまとめられている事、QR
コードは毎回とても良いと思います。

P　　　　一般質問
○内容がわかりやすくまとめてあると思いま
す。様々な質疑があり、興味深く見ていま
すが、暮らしの中で実感できる良い変化は
あまりないのが正直なところです。議論が
どう発展していくのか期待したいです。
●写真が貼ってあることで、名前と顔が一致
しやすい。もう少し文字を少なくして、図を
入れれば見やすいと思った。

P　　採決・審議結果
○賛成、反対のそれぞれの意見が掲載され
ていて興味を持って読むことができた。
●討論内容が詳しくて良いが、何についての
討論か内容が分かるともっと良いと思い
ます。

P　　令和7年度補正予算
○補正予算がどれだけ増額したかと、内容も
ぱっと見て分かり易くとても良かった。
●表としての見やすさは良いと思います。数
字を見てこれをどうとらえたらいいのか、
解説がないと分かりにくい。

P　　裏表紙（みんなのページ・編集後記）
○みんなのページいつも楽しみにしていま
す。市川三郷町の偉人や場所など知らない
所も多く、毎回子ども達も興味を持つよう
になりました。

広報全般について
○小中学校にも定期的に配布し、議論してもらい、町を良くしたいと思っている子どもたちがたくさ
んいるということを議員さん達にも知ってもらいたい。現状維持ではなく、新しい意見を取り入れて
進めていただきたい。
○使用している紙が少し厚くなったせいかページをめくり易くなった。
○たくさんの意見が書いてあってとても良いと思います。町のことを知る機会になります。続けてほ
しいです。

❷❷❷
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審議結果 第２回定例会（６月２日～１２日）審議結果 第２回定例会（６月２日～１２日）
■ 報告　（３件）

令和７年度一般会計繰越明許費繰越計算書

令和７年度一般会計事故繰越し繰越計算書

令和７年度簡易水道事業会計予算繰越計算書

■ 専決処分の承認　（４件） 結 果

税条例中改正

都市計画税条例中改正

国民健康保険税条例中改正

令和７年度一般会計補正予算（第１１号）

■ 条例改正　（１件） 結 果

印鑑条例中改正

■ 令和８年度一般会計補正予算　（８件） 結 果

一般会計補正予算（第１号）

一般会計補正予算（第２号）

国民健康保険特別会計（第１号）

介護保険特別会計（第１号）

温泉事業特別会計（第１号）

後期高齢者医療特別会計（第１号）

簡易水道事業会計（第１号）

公共下水道事業会計（第１号）

■ 人事案件　（１件） 結 果

人権擁護委員候補者の推薦

■ 請願　（３件） 結 果

高額療養費制度の自己負担月額上限引き上げを
含む改定案を抜本的に見直し、撤回を求める請願

ロキソニンやアレグラなど薬の追加負担を行わ
ないことを求める請願

ホルムズ海峡封鎖等の影響による中小業者の
経営危機を打開する緊急対策を求める請願

■ その他の案件　（6件） 結 果

町営冨士見住宅１号棟外壁他改修工事請負契約の締結

児童生徒用セカンドGIGAスクール端末機器等の取得

教職員用セカンドGIGAスクール端末機器等の取得

高額療養費制度の自己負担月額上限引き上げを含む
改定案を抜本的に見直し、撤回を求める意見書の提出

ロキソニンやアレグラなど薬の追加負担を行わない
ことを求める請願及び意見書の提出

ホルムズ海峡封鎖等の影響による中小業者の経営危機
を打開する緊急対策を求める請願及び意見書の提出
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特別委員会の動向特別委員会の動向

14令和8年8月1日 発行　第84号

〔行財政改革特別委員会〕 委員長：笠井  雄一

財政非常事態宣言の解除に伴い、行財政改革特別委員会は審
査を終了しました。（令和8年4月15日）

　行財政改革特別委員会は「財政非常事態宣言」の発出に伴い、町
が策定する財政再建計画や公共施設の見直しなどの経費縮減計画
に対し、議会として検証や提案を行うことを目的に設置されました。
　設置期間は宣言が解除されるまでとしており、令和７年度末をも
って宣言が解除されましたので、本委員会の審査も終了しました。

〔議会改革特別委員会〕  委員長：髙尾　貫

町長に対し、議員報酬の見直し検討を行うよう要望することを
決定しました。（令和8年4月15日）

　議会改革特別委員会は議員の定数や報酬、また議会運営の効率
化や厳正化などを議論する場として設置されています。
　議員定数については、平成18年に合併後の最初の定数として
16人が定められました。その後、人口減少や行財政改革への取り
組みの一環として平成30年に2議席削減し14人となり、現在に
至っています。
　また、議員報酬については、合併以降現在まで据え置かれてお
り、県内の他町と比較して低い水準になっています。
　こうした状況から、議員の定数および報酬について集中的に議論
を行い、定数削減については、慎重を期し継続審議としましたが、報
酬については、他町の平均的な報酬と乖離があり、議員のなり手不
足に繋がる要因にもなることから、報酬の見直しの検討を町長に要
望することに決定しました。

〔小中学校再編に関する特別委員会〕 委員長：丹澤　孝

中学校再編に関する意見書を議会として取りまとめ、町長、教
育長に提出することを決定しました。（令和8年4月15日）

　小中学校再編に関する特別委員会は「市川三郷町立小中学校適
正規模・配置等基本計画」が示されたことから、議会として、計画の
内容や進捗状況を適時適切に把握・検証し、必要な場合には意見具
申を行うことにより、計画の効果的な推進を図ることを目的として
設置されました。
　基本計画においては、まず町内中学校を一校とする計画が進め
られることから、その具体的な統合計画を策定する際に配慮すべき
事項を取りまとめ、意見書として町長および教育長に提出しました。

＜意見書の主な内容＞
１ 教育の質の向上
　・統合後の教育課程の充実、部活動の充実、特別支援教育の
体制強化を図ること。

２ 通学環境の安全確保と負担軽減
　・徒歩や自転車を含めた通学の利便性を確保するため、地域
の実情に応じた柔軟な方策を検討すること。

　・スクールバスを運行する場合には、時間やルート、乗降場所
など、生徒の安全確保と通学負担を最小限に抑える計画と
すること。

　・JRを利用する場合には、JRと協議を行い、最善の運行時間
となるよう努力すること。

３ 保護者の負担軽減
　・統合により新たな保護者負担が生じないようにすること。
４ 地域コミュニティとの連携
　・地域の活性化を図るため、地域住民との対話を継続すること。
　・学校跡地の利活用を含め、地域の活力維持に資する方策を
検討すること。

５ 情報公開と住民参加の確保
　・準備委員会での協議内容や検討状況を適切に公開し、透明
性を確保すること。

　・準備委員会での検討にあたっては、住民、保護者、学校関係
者の意見を反映できるよう委員構成に配慮すること。

６ 財政負担の明確化と長期的視点に立った施設整備
　・統合に伴う初期費用や、統合後も継続的に発生する維持管
理費など、財政負担の見通しを明示すること。

　・施設整備にあたっては、長寿命化・省エネルギー化など、将
来世代への負担軽減を図ること。



　その後、1931年(昭和6年)に独立し、渋
谷区笹塚に「内藤商事」を創業しました。
翌年には、中古のオートバイ三輪車を手
に入れ機動力をつけることで、商圏の拡
大、商売の効率化を図り、業容を拡大して
いきました。
　1948年(昭和23年)には内藤商事株式
会社として「法人成り」し、現在も、東京都
葛飾区立石にて、地域に根差す「東京の老
舗商社」として知られています。「法人成
り」とは、個人事業主が会社を設立し、い
まの事業をその会社に引き継ぐことです。
　内藤翁は、自分が生まれ育ったふるさと
のことを、一瞬たりとも忘れたことはあり
ませんでした。大好きなふるさとのために、
自分ができることをしたいと思った翁は、
自分のお金をつぎ込んで、地域のために次
のような素晴らしいことをしてくれました。

＊学校の応援：小学校や中学校の校舎
を新しく建てたり、授業で使う道具を
そろえたりしました。
＊道路づくり：みんなが便利に移動でき
るように、山を切り開き、岩下を通って
岩間に通じる新しい道路を造りまし
た。（昭和24年）
＊水道づくり：昔からみんなが困ってい
た水の問題を解決するために「簡易水
道（かんいすいどう）」をつくりました。
（昭和33年）
＊神社やお寺の建て替え：地域の大切
な宝物である春日神社や観音堂をきれ

　千本桜で有名
な市川三郷町（旧
六郷町）寺所の桜
の里公園には、
「内藤千代三郎」
翁の胸像とその謝
恩碑が建てられて
います。翁（おう）
とは「おじいさん」

という意味ですが、特に“経験豊かで敬う
べきおじいさん”という敬意をこめた呼
び方です。謝恩碑には『翁の功績を讃えて
これを顕彰し御温情を後世に伝えんとす
るものである』と刻まれています。「内藤
翁の素晴らしい功績や深い優しさをずっ
と未来の時代まで伝えていこう」という
意味です。
　「内藤千代三郎」翁は、旧六郷町の寺所
地区で父内藤忠次郎、母てるよの三男と
して1910年(明治43年)に生まれました。
　1917年(大正6年)落居小学校岩下分
教場に入学しましたが、小
学校６年生の頃までは電
灯の無い時代でしたので、
ランプのホヤ(ランプの火
を包むガラス製の筒)磨き
が日課になっていました。
　1925年(大正14年)落居高等小学校を
卒業し、兄に負けないような立派な商人
になろうと志を抱いて上京、兄が経営し
ていた平塚の「内藤糸店」で修業を重ね
ました。
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いに建て直すために多くの資金を寄付
しました。（昭和35年）
＊スクールバスのプレゼント：後輩にあ
たる子どもたちが安全で楽に学校へ通
えるようにと、スクールバスをプレゼン
トしてくれました。（昭和39年）

　このような、内藤翁の強い郷土愛に基
づいた功績は、先の謝恩碑において以下
の通り記されています。『翁はこの間寸
刻をも郷土の発展に思いをよせ本町内の
小中学校舎をはじめ社会教育施設の新
築拡充と備品の整備等に多額の浄財を
寄付す。なかんずく生を享け己を育んだ
郷里寺所地区に対しては昭和二十四年岩
下を経て岩間に通ずる新道開発、同三十
三年多年懸案の簡易水道の新設、同三十
五年霊験あらたかな春日神社及び観音堂
の再建等に高額の寄付をするほか同三十
九年にはスクールバスを寄贈し後輩子弟
の通学の便に供す。』として、本町におけ
るその功績を讃えています。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

新
　
津
　
千
　
吉

一
之
瀬
　
滋
　
輝

一
　
瀬
　
広
　
朗

諏
　
訪
　
桂
　
一

依
　
田
　
十
　
造

　『
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
』
と
い
う

言
葉
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、コ
ロ
ナ
禍
が
一

段
落
し
た
頃
、
ま
だ
議
員
に
な
る
前
で
し
た
。

意
味
は「
無
意
識
の
思
い
込
み
」や「
気
づ
か
な

い
う
ち
の
偏
見
」
の
こ
と
で
す
が
、
例
え
ば
、

「
力
仕
事
は
男
子
が
や
る
も
の
」「
お
花
に
水
を

あ
げ
る
の
は
女
子
が
向
い
て
い
る
」な
ど
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に「
こ
れ
は
こ
う
い
う
も

の
だ
」と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
心
の
ク
セ
を
指

し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、育
っ
た
環
境
や
経
験
か
ら
生
ま
れ

る
も
の
で
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
ク
セ
が
、
時

に
他
者
へ
の
偏
見
や
、多
様
な
意
見
を
遮
る
壁

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化
が
進
む

今
、
求
め
ら
れ
る
の
は
、
性
別
や
世
代
を
超
え

て
誰
も
が
等
し
く
活
躍
で
き
る
社
会
で
す
。そ

の
た
め
に
は
、自
分
の
中
に
あ
る
小
さ
な
偏
見

に
気
づ
き
、そ
れ
を
正
し
て
い
く
姿
勢
が
不
可

欠
で
す
。

　
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、無
意
識
の
思
い
込

み
や
偏
見
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、こ
れ
ま
で

の「
当
た
り
前
」を
疑
い
、異
な
る
視
点
に
耳
を

傾
け
る
姿
勢
を
も
っ
て
、審
議
に
臨
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
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